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「風の時代」という言葉を聞いたことがあるだろうか。私は全くの門外漢であるが、占星術によると、これ

まで約 200 年続いた「地の時代」が終わり、価値観の変化をもたらす「風の時代」に突入したらしい。「地の

時代」では物質的な豊かさや生産性、安定が重視され、組織への所属が重要であったのに対し、「風の時代」で

は情報やネットワークなどが重視されるという。また「風の時代」では、「経済の発展」よりも「意識の発展」

が求められるとのくだりは合点がいく。会話の主語は「I」から「We」に変わり、自己中心的な解釈で行動す

るのではなく、他人のために自らどう行動するかが求められる時代になると占星術師は説いている。 

 

人類はこれまでどのような歴史を辿ってきたか。人類の思考成熟度合いはマズローの段階欲求説に当てはめ

ると理解しやすい。人類の歴史を紐解くと、領地拡大に躍起になっていた古代は「生理的欲求」の段階に該当

するだろう。その後、人類は幾多の戦争・災害を経て「安全・安心な暮らし」（安全欲求）を求めた。また、「地

の時代」では出自・門地・集団への帰属が拠り所（社会的欲求）であったが、近年では社会全体の成熟により、

欲求対象が変化している。SNS の「いいね」を求める行動に象徴される「承認欲求」、さらには、成りたい自

分を求める「自己実現欲求」への昇華である。 

 

では、不動産で考えるとどうだろう。確かに、地名はブランド力となり得るし、CMのように駅近の土地の

価値は色褪せることがないかもしれない。しかし、コロナ禍でリモートワークが急速に普及し、不動産のあり

方を再考させた。これまでの職住近接から、ワークプレイスを複数持つ、郊外に構える等、「風の時代」にふさ

わしい、既成概念に囚われない個々のライフスタイルに合わせた不動産の活用方法が次々と提案されている。

立地ブランド（社会的欲求・承認欲求）から、不動産を通じた自分らしい生き方（自己実現欲求）への変化を

感じる。 

 

一方で、世界に目を向けると、所得格差や生活環境格差は依然として解消されていない。飢餓に苦しみ、紛

争に巻き込まれ、「生理的欲求」「安全欲求」さえ満たされない人々はたくさんいる。このような背景から、国

連では SDGsにおいて「誰一人取り残さない（leave no one behind）」をスローガンとした。これも不動産に

置き換えることができるのではないか。いわゆる「負動産」をつくらない、自然を破壊する不必要な開発はし

ない。レジリエントかつ持続可能な社会の形成に求められる不動産って何だろう・・・。 

 

マズローの段階欲求説に話を戻そう。彼は、晩年に六段階目となる「自己超越欲求」（利他欲求）の存在に気

づいたと言われている。不動産における「自己超越欲求」とは何だろう。例えば、気候変動は「We」を主語と

して取り組むべき喫緊の課題である。そして気候変動対策は、企業側のミクロな視点でのリスク回避を実現し、

さらにはビジネス機会をもたらす可能性がある一方で、マクロな視点では温暖化抑制として地球規模でのベネ

フィットにも貢献できる。「気候変動」を意識した不動産活用は、まさに「自己超越欲求」をも満たすものとな

ろう。そのためには、自ら考え、行動することが必要だ。「風の時代」に答えは用意されていない。 
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1. この書類を含め、当社が提供する資料類は、情報の提供を唯一の目的としたものであり、不動産および金融商品を含む商品、

サービスまたは権利の販売その他の取引の申込み、勧誘、あっ旋、媒介等を目的としたものではありません。銘柄等の選択、

投資判断の最終決定、またはこの書類のご利用に際しては、お客さまご自身でご判断くださいますようお願いいたします。 

2. この書類を含め、当社が提供する資料類は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成していますが、当社はその正確性

および完全性に関して責任を負うものではありません。また、本資料は作成時点または調査時点において入手可能な情報等

に基づいて作成されたものであり、ここに示したすべての内容は、作成日における判断を示したものです。また、今後の見

通し、予測、推計等は将来を保証するものではありません。本資料の内容は、予告なく変更される場合があります。当社は、

本資料の論旨と一致しない他の資料を公表している、あるいは今後公表する場合があります。 

3. この資料の権利は当社に帰属しております。当社の事前の了承なく、その目的や方法の如何を問わず、本資料の全部または

一部を複製・転載・改変等してご使用されないようお願いいたします。 

4. 当社は不動産鑑定業者ではなく、不動産等について鑑定評価書を作成、交付することはありません。当社は不動産投資顧問

業者または金融商品取引業者として、投資対象商品の価値または価値の分析に基づく投資判断に関する 助言業務を行いま

す。当社は助言業務を遂行する過程で、不動産等について資産価値を算出する場合があります。しかし、この資産価値の算

出は、当社の助言業務遂行上の必要に応じて行うものであり、ひとつの金額表示は行わず、複数、幅、分布等により表示い

たします。 
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